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ウメにおける開花期の早晩による

雌ずいの発達の違いについて*

高松善博■･鈴木 登H 

Ⅰ 緒 言 年についてのみ調査されている｡開花が促進される

ウメの花芽は冬季の低温によって自発休眠が打破 と花菅が小さくなる現象が認められているが,花器

されるが,低温要求血はスモモ,アンズよりも少な を構成する雌すいの充実程度についての詳細な研究

いため開花が早 くなる｡開花の時期は年によって早 はほとんどなされていない｡著者らは,開花が遅 く

晩の変動が大きい｡自発休眠が打破されたのち気温

より開花期が例年より早い場合と,同一年次の開花

期別に早い場合の二通 りがある｡これまでの調査研

究の多くは前者について論 じている｡後者について (以下,早期開花年とする)に行った｡両年

は渡辺ら5)の報告があるが.これは著しい晩期開花 ともに,京都府城陽市農業協同組合の委託試験地ウ

i lvey,terseasonrespec.

789689なった1 年と早 くなった1 年にそれぞれ雌すい

の高い日が続 くと開花は早 くなるが,花器の充実が 及び子房の発達程度を調査するとともに,子房各部

不十分で不完全花の発生も多くなる｡このため開花 位の大きさについても調査した｡

後の花及び果実の生育が不良になり収球戯は低下す

るトー)｡早期開花という認識には,暖冬などの影響に ⅠⅠ 材料および方法

689調査は開花が著しい晩期開花の1 年 

期開花年とする)と,膿冬による著しい早期開花の 

(以下,晩
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メ匝場に植栽されている l背軸'r駕宿'及び 城̀州白' 689i2g.

7892

温度と比較したものを F に示してある01 年

の1月上旬から1 年の 2月中旬までの気温は平年

,

の樹勢中庸な成木を教本選んだ｡開花期間中,当E]

開花した花を2

た｡1 年は 背̀軸'の弱勢樹も供試して,それらの689

個採取 し,FAA液で闇定 し保存 し0 2589の気温より高かったO-方,1 年の1月上旬から 

月上旬までの気温は平年よりt)低 く経過し6891 年 3

雌すいの大きさを観察した｡花の採取は枝の位思お た｡さらに,この時期以後も平年より気温の低い日

よび種類にかかわらず無作為に行った｡なお,開花 が続いた｡ウメの開花の早晩について,中川ら3)は開

は樹冠下部から始まり,その上部へと及んだ｡松原 花の早晩と満開前 2カ月前の平均気温 とに,渡辺

2ら6】による完全花と不完全花とを区分した後,雌す ら1)は開花盛期と1月から翌年 3月までの月平均気

lに示すような雌すい各部の大き 温との間に,それぞれ商い負の相関関係を認め,ウigいを取出し,F

さと子房内部の形態的な観察を行った｡各部の大き メには1

さは実体顕微鏡テレビ装鑑によりモニター上に拡大 える影響が大きいことを確認しているO今回の調査

2月,1月,2月の月平均気温が開花期に与

した画像上で測定したのち,実際の値に換辞した｡

子房内部の観察は,徒手切片法により珠柄を横断す 689

leb

53Co.789

でも同様な傾向が認められた｡Ta 

期間中の平均温度は1 年が ,1 年が 

lに示す開花

84Co.

Co8-であった｡ウメの開花期間中の平均気温は 6

径とし,これと直交する方向を横径とし子室や歴珠 とされており7･8㌧本調査における晩期開花年の開花

の縦径,横径を測定した.歴珠の縦径及び横径はそ 期の温度条件はこれに近い気温であった｡中川ら3)

る切片を作成して行った｡縫合線と平行な方向を縦

れぞれ果実内に存在する 2個の歴珠についてそれぞ は満開期から落花期にかけて気温が C85o.- ,幼果期

れに測定し,その平均値で表した.子房壁の厚さは 45Co.
4
に--- 以下の低温が発生すると著しい拓留

赤道面上の 2カ所を測定して平均値を求めた｡子房 が発生するとしている｡本調査での早期開花年の開

内部の観察のためのサンプル数は,滋も少ないEJで 花期間中に最低気温が 45Co.- 以下になった日はな

081
-
74個,多い日で1 個であった｡いずれの年も1

月から翌年の 4月までの澱低及び澱高気温を記録し 開花期および不完全花

く,花器に受けた低温の障留が少ないと考えられたD

7989359た｡ 松本9)は1 年から1 年まで3年間にわたる多

789くの植物の開花時期を観測し,白梅については1

111 結果及び考察 689年に開花が早 くなり,1 年には近畿,瀬戸内地方

温度骨塊 において著しく開花が遅 くなったことを報告してい

半句ごとの最高及び最低の平均気温を平年の平均 る.本調査地区におけるウメ品種の開花時期も同様

22
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De( Jun FED Hal Aor 

開花日あたりの不完全花の発生率は ̀城州白',■駕宿'

Ap√. 

-Apr5 

-Apr5 

]から4月 5日までの 

年には 駕̀宿'及び 城̀州 なかった｡一方,̀城州白)では不完全花が開花盛期か

日まで 

｡このように晩期開

にかけて多 くなったが,終期にはほとんど認められ

ら終期にかけて多 く形成された｡開花期間を通じた

%で品種により異な

｡卜野ら1】は早期開花年に不完全花の発

生率が開花期により,また品種によっても異なるこ

lE とを報告しており,本調査でも同様な傾向が認めら-終期

開花の早晩と雌すいの大きさ

かったO上野らl)は '両前',̀兼老',l改良内田',̀白加 

fTにおいて開花の遅い年には不完全花の形成がご 子房長が曳 くなり,子房径,柱頭径及び花柱径は有

く少なくなると報告している｡しかし,本研究調査 意に小さくなった｡ 駕̀稽'では花柱は短 くなったが
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って,1 年の開花期間は1 年の約1 であった｡

上野ら1) tは開花開始日の変動は大きいが, r
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は比較的小さいことを認めている｡今回の調査でも れた｡宵̀軸'で不完全花の発生率の高いことは大坪

同様な傾向が得られた｡開花開始日や終了日あるい らl)によっても認められている｡o

は開花期間における品種間差異は,1 年には明ら
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各品種における雌すい各部の大 きさを1 年 と 

年とで比較した結果を Ta e2に示してある｡ 
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かであったが,1 年には認められなかった｡ 

年の調査では不完全花はほとんど認められな
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花を始め,開花期間は 3月1[
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i 4g.調査結果は F -6に示すとうりである.雌す

な差は見られなかった｡̀城州自'では花柱長や,子房 いの大きさは開花開始期から盛期にかけて大きくな

長が短 くなったため雌すい長が短 くなった｡子房径 ったが,その程度は開花早期年において晩期年より

は小さくなったが,花柱径は変わらず,柱頭径は太 小さくなった｡さらに,開花開始期や終期の雌すい

方,柱頭径は太 くなり,子房径や花柱径には有意-

689くなった｡ 青̀軸'と■城州白'で は1 年 に比べて の大きさは採取日や個体間の変動が開花晩期年より 

7891 年に子房長および子房径が減少した.その減少 i)大きかった｡ どの品種も早期開花年は開花期間が

/ 65.,.率は 育̀軸'ではそれぞれ 80 %, 58.■城州白一で 良 くなり,発育の良好な雌すいが少なく,その発生

55.%,

かった｡子房の形状 (縦径/横径)は,3品唖とも 渡辺らS)は 侶̀漉小梅■において,開花が遅い年にま

開花の早晩による~変化がほとんど認められず,これ たは開花の終期になるに従い,子房が大きくなるこ

%であった｡駕̀宿'では両年に差は見られな 時期も散在 し,開花日ごとの個体変動が著しかった｡

は品種国有の値を示すと考えられた｡ 689とを認めている｡しかし,1

雌すい各部の大きさと開花期間中の経時的変化 城̀州白■の雌すい各部は開花終期に小さくなる傾向

年の調査では ̀駕宿', 
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かった｡このように子室や歴珠の発達に及ぼす開花

時期 の影響 は品種 に よ り異 な る傾 向 を示 した 

199

を示し, 青̀軸'のそれは開花期別によってほとんど 開花年に大きくなったが,腔珠の大きさは変わらな

( )562

変化しなかった01 年に比べて子房の外

荏 (縦径,横径)が小さくなり,子房壁の厚さも薄

68年は19789

(

】efo ovuter

mm) 

Ta e3
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州白'では早期開花年に子房外径が開花の開始から 子房の形質間の大きさ

盛期にかけて大きくなった｡晩期開花年には子房外 供試品種について子房の外部 と内部形質との相関

径は開花開始期に小さくなった｡ 関係を求めたところ,正の高い相関関係が認められ
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た ( be4)0Tal

青̀軸'で は子房外径 と子房壁 の厚 さ との間 に 

r=+0.70-0.80,子室 との間に r≡+0.51-0.88,

歴珠の大 きさとの間に r-+0,71-0.88と有意な正

の相関が認められた｡子室の縦径および横径を除 く

他の内部形質と子房外径との相関関係は早期開花年

よりも晩期開花年に高 くなった｡ 駕̀宿'では子房の

外径 と子房壁の厚さ,子室,圧珠の大きさとの間に

それ ぞ れ r-+0.39-0.61, r=十044～0.76, 

r=+0.40-0.78の相関関係が見られた｡子房壁の

厚さを除 く内部の各形質と子房外径 との間の相関係

数は早期開花年により大 きくなった｡̀城州白'では,

子房外径と子房壁のIgさ,子室,歴珠との間にそれ

ぞれ r-+0.33-0.64, r-+0.42-0.85, r-+ 

0.58-0.78の有意な正の相関が認められた｡供試し

た品種に共通して有意な正の相関関係は晩期開花年

に子房の横径 と子房壁の厚さとの間に認められた

が,早期開花年にはこれらの相関関係は低 くなった｡

開花の早晩にかかわらず子房の縦径は子室の縦径や

歴珠の横径と,子房の横径は子室や腫珠の縦径 との

間にそれぞれ有意な高い正の相関関係が認められ

た｡従って,子房の外径を測定することによってそ

の内部の各部位の大 きさを推測できると考 えられ

た｡

以上のように,暖冬の影廿を受け,開花が早 くな

る年には開花期間が長 く,雌すいの退化 した不完全

花の出現が多 くなり,完全花であっても雌すいの発

達が抑えられ,子房内の歴珠 も小さくなることが明

らかになった｡このことが暖冬年のウメの不結実性

に関与する一因と考えられる｡

結実に関する受粉や受精の条件にって,渡辺 ら12)

は開花後比較的高い温度で,15oC以上であれば訪花

見虫の治効が活発になり,受粉の故会や丑が多 くな

り,また中西ら13)は十分な受粉丑がより受精や結実

に有利であるとしている｡花粉の発芽や花粉管の伸

長については,石田ら川 はモモ 白̀桃■で花柱内の花

粉管の伸長に20Cが,吉田 5o 1)はウメの花粉の発芽に

は18oC,花粉管の伸長には23oCが好適であるとして

いる｡このように開花期間中の高温は訪花昆虫によ

る受粉活動や受精にも好影廿を及ぼす と考えられ

た｡

新居ら川 はウメ 白̀加か'で,果肉細胞の分裂が醐

花後 4週間頃まで活発であることを認め,果肉細胞

の分裂時期の気温と果実の成長速度は密接に関連す

るとし,適度な範岡であれば温度が商いほど望まし

いとしている｡また,その後の気温の上昇とともに

急速に答横を増すことを報告しているO渡辺 ら5)は

開花期と結実零および開花期間中の15oC以上の温度

の出現率 と結実率に 甲̀州小梅 '̀ では高い相,白加算'

関があることを,また中川ら3)は 9カ年の資料から

多 くの品種で開花の早晩と収量との間に高い相関の

あることを認めている｡

これらのことから晩期開花で適度な範Eilの高温時

に開花すると良 く発達した雌ずいとなり,結実率が

高 く,果実の肥大生長 も良好 となると考えられた｡ 

l 要V 摘

京都府城陽市において栽培 されているウメ 青̀

軸', 柴宿 ,城州白' 18年)` '` を用いて,早期開花年 (97

と晩期開花年 (1986年)にその雌すいの発達程度を

調査した｡

開花期は,早期開花年では 1月31日から 3月19日,

晩期開花年では 3月13日から4月 5日であった｡そ

れぞれの年の開花期間中の平均温度は5.3oC,8.doc

であった｡いずれの品種 も早期開花年には多 くの不

完全花が形成され,完全花の雌すいも小さくなった｡

さらに,子房の外径 (縦径,横径)が小さく,子虜

壁 も薄 くなった｡開花期間中の低温がこのような雌

すい各部位や子房の発達を抑制したと思われた｡同 

-･年次内の開花期ごとの雌すい各部は,開花盛期に

大きく,開花始期および終期に小さい傾向を示した｡

子房の外径と内部の形質の大 きさとの間に有意な正

の相関関係が認められたことから,外部の大きさか

ら内部の発育の程度を推定できると考えられた｡ 
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